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要 約   

ストロビルリン系殺菌剤である「ピラクロストロビン」（CAS No．175013－18－0）に  

ついて、各種試験成績を用いて食品健康影響評価を実施した。   

評価に供した試験成績は、動物体内運命（ラット）、植物体内運命（ぶどう、ばれい  

しょ、小麦及びはくさい）、土壌中運命、水中運命、土壌残留、作物残留、急性毒性（ラッ  

ト及びマウス）、亜急性毒性（ラット、マウス及びイヌ）、慢性毒性（ラット及びイヌ）、  

発がん性（ラット及びマウス）、2世代繁殖（ラット）、発生毒性（ラット及びウサギ）、  

遺伝毒性試験等である。   

各種毒性試験結果から、ピラクロストロビン殺与による影響は主に血液及び十二指腸に認  

められた。神経毒性、発がん性、繁殖能に対する影響、催奇形性及び遺伝毒性は認められな  

かった。   

各試験で得られた無毒性量の最小値は、ラットを用いた2年間慢性毒性試験及び2年  

間発がん性試験の3．4mg／kg体重／日であったことから、これを根拠として、安全係数  

100で除した0．034mg／kg体重／日を一日摂取許容量（ADI）と設定した。  
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Ⅰ．評価対象農薬の概要  

1．用途  

殺菌剤  

2．有効成分の一般名  

和名：ピラクセストロビン  

英名：PyraClostrobin（ISO名）・  

3．化学名   

IWAC  

和名：メチル〃（2－［1・仕クロロフェニノけ1月ニピラゾー／レ3－  

イルオキシメチノりフェニ／り（ノVメトキミうカルバマー ト  

英名：methylN（2－［1－（4－Chlorophepyl）－1Hpyrazol－3－  

yloxymethyl］phenyl）（Nmethoxy）carbamate  

CAS（No．175013・18・0）  

和名：メチル［2－【【【1・（4・クロロフェニノけ1茸ピラゾールー3イル］オキシ］  

メチル］フェニル】メトキシカルバマー ト  

英名：methyl［2－［【【1－（4・Chlorophenyl）－1Hpyrazol－3－yl】oxy］  

methyl】phenyl］methoxycarbamate  

5．分子量  

387．8  

4．分子式  

C19H18CIN304  

6．構造式  

三三二  
三一一三  

7．開発の経緯   

ピラクロストロビンは1993年にBASF社により開発されたストロビルリン系殺菌   

剤であり、ミトコンドリア内のチトクローム電子伝達系阻害による呼吸阻害により、   

殺菌活性を示す。   

諸外国ではスイス、ドイツ、イギリス、米国、フランス等で登録されている。  

ピラクロストロビンは、2006年9月に初回登録され、今回BASFアグロ株式会社   

より農薬取締法に基づく農薬登録申請（適用拡大：かき、うめ及びすもも）がなされ   

ている。  

7   



Ⅱ．安全性に係る試験の概要   

各種運命試験（Ⅱ．1～4）は、ピラクロストロビンのトリル環部分の炭素を均一に  

14Cで標識したもの（［toト14C］ピラクロストロビン）及びクロロフェニル基の炭素を均  

一に14Cで標識したもの（［c山一14C】ピラクロストロビン）を用いて実施された。放射  

能濃度及び代謝物濃度は特に断りがない場合はピラクロストロビンに換算した。代謝  

物／分解物略称及び検査値等略称は別紙1及び2に示されている。   

1，動物体内運命試験  

（1）吸収   

（む吸収率  

胆汁中排泄試験［1．（4）②］で得られた胆汁中排泄率及び排泄試験［1．（4）①］で得ら   

れた尿中排泄率の合計より、吸収率は5mg／kg体重（以下、［1．］において「低用量」   

という。）投与群で47．1～50．3％、50mg／kg体重（以下、［1．］において「高用量」   

という。）投与群で45．3～51．3％と推定された。（参照2）  

②血中濃度推移  

Wistarラット（一群雌雄各4匹）に、［tol－14C］ピラクロストロビンを低用量また   

は高用量で単回経口投与し、血中濃度推移について検討された。  

血祭中放射能濃度推移は表1に示されている。（参照2）  

表1血祭中放射能濃度推移  

投与量（mg／kg体重）   5  50   

性別   雄   雌   雄   雌   

Tmax（時間）   8．0   0．5   8．0   0．5   

Cm。X（ドg／g）   0．46   0．54   2．04   2．62   

Tl／2 （時間）   37．4   31．6   20．7   19．7   

（2）分布  

Wistarラット（一群雌雄各12匹）に、［tol－14C］ピラクロストロビンを、低用量   

または高用量で単回経口投与し、体内分布試験が実施された。なお、投与120時間   

後の試料については、排泄試験［1．（4）①］で得られた組織が用いられた。  

主要組織における残留放射能濃度は表2に示されている。  

各組織とも消失は速やかであり、投与120時間後の組織内濃度は、低用量群では   

0・1ドg／g以下、高用量群では1．0膵／g以下であった。（参照2）  
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表2 主要組織における残留放射能濃度（い〟g）  

投与量  
性別   Tmax付近☆   投与120時間後   

（mg耽g体重）  

胃（10．3）、腸管（7．65）、肝臓（2．58）、甲状腺（1．09）、   
雄  

腎臓（1．07）、血祭（0．84）  すべての組織で  
5  

腸管（7．35）、胃（4．76）、肝臓（2．02）、腎臓（0．73）、  0．1以下  
雌  

血祭（0．50）   

胃（207）、腸管（19．7）、肝臓（5．2）、甲状腺（4．7）、腎臓   
雄  

すべての組織で  
50  

胃（337）、腸管（41．6）、肝臓（9．5）、腎臓（3．3）、  1．0以下  
雌  

脂肪（2．6）、卵巣（2．5）、副腎（2．2）、血祭（2．1）   

注）☆：低用量群：投与8時間後、高用量群：投与24時間後（雌における2回目のピーク時）  

（3）代謝物同定・定量  

Wistarラット（一群雌雄各4～10匹）に、［tol－14C］ピラクロストロビンを低用量   

または高用量で単回経口投与あるいは反復経口投与（非標識体を14日間高用量反   

復投与後、15日目に［tolt14C】ピラクロストロビンを低用量単回投与） 

尿及び糞、［chl－14C］ピラクロストロビンを高用量で単回経口投与して得られた尿及   

び糞、胆管カニューレを挿入したWistarラット（一群雌雄各4「－8匹）に［tol－14C］   

ピラクロストロビンを低用量で単回経口投与して得られた胆汁、［tol－14C】ピラクロ   

ストロビンまたは［cl止14C］ピラクロストロビンを低用量または高用量で単回経口投   

与して得られた血祭、肝臓及び腎臓を試料として、代謝物同定・定量試験が実施さ   

れた。  

尿、糞、胆汁、血衆及び各組織中の代謝物は表3に示されている。  

代謝物は抱合体も含め全部で33種類が同定された。尿中では未変化体は検出さ   

れなかった。  

ピラクロストロビンのラットにおける主要代謝経路は、トリル環カーバメート側   

鎖のル脱メトキシ化と、それに続くピラゾール環またはクロロフェニル基の水酸   

化、あるいはエーテル結合の開裂と、それに続く開裂化合物の酸化であると考えら   

れた。また、これらの代謝経路及び水酸基のグルクロン酸または硫酸抱合化により、   

多くの代謝物が生成するものと考えられた。（参照3）  

表3 尿、糞、胆汁、血渠及び各組織中の代謝物（％TAR）  

標識体  投与量  代謝物   
投与法   （mg／kg体重）   

kol－14C】   M22（1．4）、M24（1．3）、   

ピラクロ  5   雄  尿  MO6＋M18＋M19（1．1）、M25（1．0）、   

ストロビン  M40＋M48（0．3）、M51（0．15）  



標識体  投与量  
代謝物   

投与法   （mg／kg体重）   

糞   8．4☆   MO8（36．4）、M45（8．1）、M44（2．4）  

MO6＋M18＋M19（2．3）、M24（1．23）、  

尿  M22（1．1）、M25（0．54）、M40＋M48（0．17）、  
雌  

M51（0．17）  

糞   6．7☆   MO8（27．5）、M45（5．3）、M44（1．0）  

M24（1．1）、MO6＋M18＋M19（1．1）、  

尿  M22（0．77）、M25（0．75）、M51（0．35）、  
雄  

M40＋M48（0．13）  

糞   5．8☆   MO8（31．刃、M45（3．3）、M44（1．弟  
50  

M24（1．2）、MO6＋M18＋M19（0．96）、  

尿  M22（0．79）、M51（0．44）、M40＋M48（0．31）、  
雌  

M25（0．21）  

糞   3．1☆   MO8（47．9）、M45（6．8）、M44（2．2）   

M24（2．7）、M22（1．9）、  

尿  MO6十M18＋M19（1．2）、M25（0．83）、  
雄  

【tol－14C］  
M51（0．38）、M40＋M48（0．23）  

ピラクロ  糞   7．4央   MO8（32．2）、M45（6．4）、M44（1．5）  
50／5☆☆  

ストロビン  M24（2．8）、MO6＋M18＋M19（1．4）、   

反復経口投与  尿  M22（1・2）、M25（0・58）、叩51（0・18）、  
雌  

M40＋M48（0．06）  

糞   5．5☆   MO8（39．7）、M45（8．2）、M44（1．8）   

MO3＋MO5（3．7）、MO4＋M52（1．1）、  
尿  

雄  MO6＋MO8＋M13＋M18（0．83）  
［chl－14C］  

糞   5．7☆   MO8（43．8）、M45（4．2）、M44（2．9）  
ピラクロ  

50  MO4＋M52（1．2）、MO3十MO5（1．2）、  
ストロビン  尿  

MO6＋MO8＋M13＋M18（0．59）  
単回経口投与  雌  

MO8（54．8）、M45（4．1）、M44（1．8）、  
糞   5．7☆  

M21（0．54）   

［tol・14C】   M46（21．7）、MO6＋M31（5．6）、M30（2．9）、   

ピラクロ  雄  M22（2．3）、M34（1．7）、M29（0．9）、M15（0．6）、   

ストロビン  5  M18＋M37（0，4）  

単回経口投与  M46（21．2）、MO6＋M31（5．0）、M29（1．9）、  
雌   

M34（1．4）、M30（1．0）、M22（0．7）、M15（0．6）   
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標識体  投与量  代謝物  
投与法   （mg／kg体重）   

M46（19．8）、MO6＋M31（2．6）、M30（2．4）、  

雄  M22（2．4）、M15（2．0）、M35（1．3）、M34（0．9）、  

50  M18＋M37（0．8）、M由（0．7）、M19（0．3）  

M46（25．6）、M30（2．5）、MO6＋M31（2．4）、  
雌  

M15（1．2）、M22（1．1）、M29（0．5）   

肝臓   0．38  MO6（0．17）、M46（0．15）  

雄           腎臓   0．04  

血祭  ＜0．01  MO6、M15、M46（いずれも＜0，01）  
5  

肝臓   0．23  M46（0．15）、MO6（0．12）  

［tol－14C】  雌           腎臓   0．03  

ピラクロ  血衆  ＜0．01  MO6、M15、M46（いずれも＜0．01）  

ストロビン  肝臓   0．35  M46（0．18）、MO6（0．10）  

単回経口投与  雄           腎臓   0．02  

血祭  ＜0．01  MO6、M15、M46（いずれも＜0．01）  
50  

肝臓   0．12   M46（0．13）、MO6（0．08）  

雌           腎臓   0．02  

血祭  ＜0．01  MO6、M15、M46（いずれも＜0．01）   

肝臓   0．16  MO6（0．08）、M46（0．07）  

雄           腎臓   0．02  

血祭  MO6（0．01）、M46（0，01）  
5  

肝臓   0．07  M46（0．13）、MO6（0．06）  

【chト14C】  雌           腎臓   0．02  

ピラクロ  血祭  MO6（0．02）、M46（0．02）  

ストロビン  肝臓   0．18  M46（0．12）、MO6（0．09）  

単回経口投与  雄           腎臓   0．01  

血祭  M46（0．02）、MO6（＜0．01）  
50  

肝臓   0．10  M46（0．10）、MO6（0．06）  

雌           腎臓  と0．01  

血祭  MO6、M4白（いずれもと0．01）   

注）－：検出されず  

☆：親化合物とMO7の合計   

☆☆：非標識体を高用量で14日間反復経口投与後、15日目に標識体を低用量単回経口投与した。  
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（4）排ラ世   

①尿及び集中排泄  

Wistarラット（一群雌雄各4匹）に、［tol－14C］ピラクロストロビンを低用量また   

は高用量で単回経口投与あるいは反復経口投与（非標識体を14日間高用量反復投   

与後、15日目に［tol－14C］ピラクロストロビンを低用量単回投与）し、また、【chl－14C］   

ピラクロストロビンを高用量で単回経口投与して、排泄試験が実施された。  

投与後120時間の尿及び糞中排泄率は、表4に示されている。  

いずれの投与群も、標識体投与後48時間に、尿及び糞中に総投与放射能（TAR）   

の82．5～103％（総排泄量の90．8～98．9％）が排泄された。主要排泄経路は糞中で   

あり、呼気中排泄は認められなかった。  

反復投与群では、単回経口投与時と同様の排泄パターンであったことから、反復   

投与による動物体内への蓄積はないことが示唆された。（参照2）  

表4 尿及び糞中排泄率（％TAR）  

【chl－14C］ピラクロ  

標識体  ［tol－14Clピラクロストロビン  
ストロビン   

投与法  単回経口  反復経口  単回経口   

投与量（mg／kg体重）  5  50  50／5☆  50   

性別  雄   雌   雄   雌   雄   雌   雄   雌   

投与後  尿   12．6   11．3   14．5   10．8   13．8   12．3   16．0   11‥5  

120時  糞   92．0  83．7  81．3  89．9  92．9  93．7   74．3   89．0  

間  計   105   95．0  95．8  101   107   106   90．3  101   

注）★：非標識体を高用量で14日間反復経口投与後、15日目に［tol－14C］ピラクロストロビンを  

低用量単回経口投与した。  

②胆汁中排泄   

胆管カニューレを挿入したWistarラット（一群雌雄各4匹）に、［tol－14C］ピラク  

ロストロビンを低用量または高用量で単回経口投与しJ胆汁中排音世試験が実施され  

た。   

投与後48時間の胆汁中排泄率は表5に示されている。（参照3）  

表5 投与後48時間の胆汁中排泄率（％TAR）  

投与量（mg此g体重）   5  50   

性別   雄   雌   雄   雌   

胆汁中排泄率   36，8   37．7   34，5   35．8   
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2．植物体内運命試験  

（1）ぶどう   

［tol－14C］ピラクロストロビンまたは［chl－14C］ピラクロストロビンを、ぶどう（品   

種：Mueller－Thurgau）の生育期間中の5～8月に、16～19日間隔で6回、計1，500   

ga〟haで果実周辺に散布し、最終散布日の40日後に採取した果実及び菓を試料と  

して、植物体内運命試験が実施された。  

ぶどう試料中放射能分布及び代謝物は表6に示されている。  

ぶどうにおける主要代謝経路は、トリル環カーバメート側鎖のル脱メトキシ化   

と、それに続くトリル環のメトキシ化、ピラゾール環へのグルコシル化、次いでト   

リル部位からの開裂、シラビオース抱合体の形成であると考えられた。（参照4、   

67）  

表6 ぶどう試料中放射能分布及び代謝物  

標識体  【tol－14C］ピラクロストロビン   ［bhl－14C】ピラクロストロビン   

試料  果実   葉   果実   菓   

総残留  
mg此g   1．56   40．3   0．95   49．7   

放射能  

拙上画分   mg／kg   1．31   28．9   0．84   28．3   

執ヒ合物   ワ脚   55．7  

MO7   ％TRR☆   11．0  

M54   ％TRR☆   2．9  

M55   ％TRR☆  

M56   ％TRR☆   3．1  

未抽出残溶  mg耽g   0．25   12．4   0．12   11．7   

注） －：検出されず 斜線：分析せず  

★：果実における総残留放射能（TRR、抽出物及び未抽出残法の合計）を100％としたときの存在比率  

（2）ぱれいしょ   

［tol－14C】ピラクロストロビンまたは【cI止14C］ピラクロストロビンを、ばれいしょ   

（品種：quarta）に主茎伸長期から6～10日間隔で6回、各回300gauhaで植物   

体に散布後、3回目散布7日後（未成熟期）及び最終散布7日後（成熟期）に採取   

した茎葉、塊茎及び根部を試料として、植物体内運命試験が実施された。  

ばれいしょ試料中放射能分布は表7に示されている。成熟期の塊茎の放射能濃度   

が0．04～0．05mg／kgであったことから、ばれいしょに散布されたピラクロストロ   

ビンはばれいしょの菓に残留し、塊茎にほとんど移行しないと考えられた。  
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表7 ばれいしょ試料中放射能分布（mg／kg）  

標識体   ［tol－14C］ピラクロストロビン  ［chl－14C】ピラクロストロビン   

試料   茎葉   塊茎   根部   茎葉   塊茎   根部   

未成熟期   12．7   α01   0．21   24．0   0．01   0．45   

成熟期   58，3   0．05   0．68   68．8   0．04   0．99  

茎葉から抽出された放射性物質のうち、親化合物は試料採取時期にかかわらず  

55．1～65．2％TRRであった。主要代謝物はMO7で、未成熟期で16．1～16．2％TRR、  

成熟期で20．8～21．4％TRR存在した。その他に、［tol－14C］ピラクロストロビン散布  

区ではM54及びM68（0．6～1．8％TRR）、［chl－14C］ピラクロストロビン散布区では  

MO4、M54、M68及びM79（0．1～6．2％TRR）が検出された。   

塊茎から抽出された放射性物質のうち、親化合物は、［tol－14C】ピラクロストロビ  

ン散布区では未成熟期で2．5％TRR、成熟期には検出されなかったが、［chl－14C］ピラ  

クロストロビン散布区では未成熟期及び成熟期でそれぞれ21．0及び29．4％TRR存  

在した。主要代謝物は［tol－14C］ピラクロストロビン散布区ではM72（未成熟期及び  

成熟期でそれぞれ10．0及び29．2％TRR）、【chl－14C］ピラクロストロビン散布区では  

MO7（未成熟期及び成熟期でそれぞれ5．8及び6．6％TRR）であった。   

ばれいしょにおける主要代謝経路は、トリル環カーバメー ト側鎖の入L脱メトキ  

シ化と、それに続くトリル環のメトキシ化、あるいはクロロフェニル基またはピラ  

ゾール環のグルコシル化、エーテル結合の開裂と、それに続くグルコシル化または  

シキミ酸経路を経由したトリプトファン生成であると考えられた。（参照5）  

（3）小麦（移行性）   

【tol－14C］ピラクロストロビンを、小麦（品種：Eta）の第2菓が展開し、第1葉（止   

め葉）が第2実の菓鞘部に不完全に巻いた段階（第1期散布群）及び展開前の止め   

葉幼輪部に穂がある段階（第2期散布群）に、それぞれ250gai几aで散布後、第1   

期散布群は散布11日後に採取した止め菓、第2菓及び第3菓を、第2期散布群は   

散布15日後に採取した穂、止め葉及び第2葉を試料として、小麦における移行性   

試験が実施された。  

散布部（第1期散布群は第2及び第3葉、第2期散布群は第1及び第2菓）から   

無散布部（第1期散布群は第1葉、第2期散布群は穂）への移行は、第1期散布群   

で0．37～0．95％、第2期散布群で1．4～1．5％であり、散布後に新たに展開した部位   

に対する移行性は極めて小さいことが確認された。（参照6）  

（4）小麦   

【tol－14C］ピラクロストロビンまたは［chl－14C］ピラクロストロビンを、小麦（品種：   

Eta）の節間伸長期（第2節問が認識できる時期）及び開花始期（1回目散布の24  
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～25日後）の2回、各回300gai几aで散布し、2回目散布31及び41日後に採取  

した植物体（1回目採取試料は全体を青刈り試料として、2回目採取試料は穀粒、  

もみ殻、麦わらに分けた）を試料として、植物体内運命試験が実施された。   

小麦試料中放射能分布は表8に示されている。青刈りから麦わらへの残留放射能  

濃度の増加は、成熟を伴う水分損失によるものと推定された。麦わら、穀粒、もみ  

殻における残留放射能から、小麦に散布されたピラクロストロビンは、茎、葉ある  

いは包穎から穀粒に移行しないと考えられた。   

青刈り試料及び麦わらから抽出された放射性物質のうち、親化合物は52．9～  

58．3％TRR、主要代謝物はMO7で12．0～16．0％TRR検出された。このほか、メチ  

ル化物あるいはグルコース抱合体としてM34、M54、M68、M70及びM71が少量  

（5％TRR未満）検出された。また、微量のピラクロストロビンの開裂化合物MO4、  

ピラクロストロビンの構造異性体であるM76が検出された。   

穀粒中では、親化合物と主要代謝物MO7の他、ピラクロストロビンのエーテル  

結合が開裂したM24（［tol－14C］ピラクロストロビン散布区の穀粒中6．7％TRR）及  

びMO4（【chl－14C］ピラクロストロビン処理区穀粒中1．4％TRR）、M24がさらに代  

謝されたトリプトファン（M72、kol－14C】ピラクロストロビン散布区の穀粒中  

23％TRR）が存在した。   

小麦における主要代謝経路は、青刈り及び麦わらでは、トリル環カーバメート側  

鎖の〃脱メトキシ化と、それに続くトリル環のメトキシ化、あるいはクロロフよニ  

ル基またはピラゾール環のグルコシル化であり、また、穀粒では、エーテル結合の  

開裂と、それに続くシキミ酸経路を経由したトリプトファン生成であると考えられ  

た。（参照7）  

表8 小麦試料中放射能分布及び主要代謝物  

標識体  ［tol－14C］ピラクロストロビン  【chl－14C］ピラクロストロビン   

採取時期  1回目   2回目  1回目   2回目   

試料  青刈り  麦わら  穀粒  もみ殻  青刈り  麦わら  穀粒  もみ殻   

総残留  
mg／kg  8．4   47．5  0．45  34．畠  7．42  50．5  0．08  写6・3   

放射能  

抽出画分  mg／kg  5．72  34．7  0．23   ／   5．55  31．8  0．07  

親化合物  ％肝  52．9  58．3   8．1  57．0  57．2  36．1  

MO7   ％TRR☆  13．1  16．0   3．5  12．0  14．1  10．5  

未抽出残漆  mg／kg  1．08   5．8   0．22   ／   0，97  5．82  0．03  

注）斜線：分析せず   

★：試料における総残留放射能什RR、抽出物及び未抽出残漆の合計）を100％としたときの存在比率  
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（5）はくさい   

［tol－14C］ピラクロストロビンまたは［chl－14C］ピラクロストロビンをはくさい（品   

種：新京都3号）の収穫17、10及び3日前に3回、各回130gai几aで散布後、最   

終散布3日後に採取した結球部（可食部）及び外菓部を試料として、植物体内運命   

試験が実施された。  

はくさい試料中放射能分布及び主要代謝物は、表9に示されている。  

はくさいにおける主要代謝経路は、トリル環カーバメート側鎖の」V脱メトキシ化   

であると考えられた。（参照8）  

表9 はくさい試料中放射能分布及び主要代謝物  

標識体  ［tol・14C］ピラクロストロビン   【chl－14C］ピラクロストロビン   

試料  外葉部   結球部   外菓部   結球部   

総残留放射能   mg／kg   3．72   1．20   2．75   1．12   

抽出画分   mg／kg   4′．02   1．29   2．93   0．99   

親化合物   ％TRI㍗   82．5   85．1   82．9   74．2   

MO7   ％TRR☆   11．9   10，6   8．5   5．6   

未抽出残章査   mg／kg   0．15   0．04   0．10   0．03   

注）☆：試料における総残留放射能（TRR、抽出物及び未抽出残漆の合計）を100％としたときの存在比率  

3．土壌中運命試験  

（1）好気的土壌中運命試験（か  

［tol－14C］ピラクロストロビンまたは［chl－14C］ピラクロストロビンを壌質砂土（ドイ   

ツ）に乾土あたり0．33mgaJkgの用量で添加後、360日間、20℃、暗条件でイン   

キュベー卜する土壌中運命試験が実施された。  

抽出可能放射能は処理360日後に総処理放射能量（TAR）の23．2～25．5％に減少  

し、結合性放射能は59．2～65．4％TARに達した。14CO2は試験終了時までに8．0～   

10．9％TAR発生した。  

土壌中の親化合物は、試験終了時に4．3～4．5％TARに減少した。分解物として、   

MO7から生成するアニリン化合物の2量体である、アゾキシ化合物MOl及びアゾ   

化合物MO2が存在した。MOlは試験開始180日後、シス体とトランス体の合量で   

最大11．6～15．9％TAR、MO2は試験開始33～91日の間に最大5．8～6．8％TAR生成  

した。  

ピラクロストロビン、分解物MOl及びMO2の好気的土壌における推定半減期は、   

表10に示されている。  

ピラクロストロビンは、土壌中でトリル環カーバメート側鎖の入声脱メトキシ化、   

それに続くアミド分解を経て、ジアゾあるいはジアゾキシ2量化が起こると考えら   

れた。（参照9、10）  
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表10 ピラクロストロビン、分解物MOl及びMO2の好気的土壌における推定半減期（日）  

標識体   【tol－14C］ピラクロストロビン   ［cbl－14C］ピラクロストロビン   

親化合物   12   14   

分解物MOl   129   166   

MO2   112   159   

（2）好気的土壌中運命試験②  

4種類の海外土壌［壌質砂土（米国、ドイツ：2種類）、壌土（カナダ）］に、【tol－14C】   

ピラクロストロビンを乾土あたり0．33mg此g（250gaima相当量）添加後、土壌   

水分を最大容水量（MWC）の20または40％（滅菌、非滅菌）に調整し、120日間、   
5、20または30℃、暗所条件下でインキュベー卜する、土壌ヰ運命試験が実施され   

た。  

滅菌土壌及び低温（5℃）条件下ではほとんど分解が認められなかった。これは   

土壌微生物の不在または不活性によるものと考えられた。20℃、MWC40％の標準   

状態で、ピラクロストロビンの推定半減期は38～101日と算出された。高温（30℃）   

条件下では分解がやや促進されたが、分解物の量は20℃条件より少なかった。土壌   

水分含量が少ない条件下における分解はやや遅く、これは土壌微生物にとって生息   

環境が適当でないためと考えられた。分解物としてすべての供試土壌から2量体   

MOl及びMO2が10％TARを超えて検出された。MOl及びMO2の推定半減期は   

70～131及び38日と算出された。（参照11）  

（3）土壌表面光分解試験   

［tol－14C］ピラクロストロビンを、壌質砂土（ドイツ、40％MWC）及び砂壌土（ド   

イツ、80％MWC）に乾土あたり1．65mg此g（250gainla相当）となるように添加   

し、また、【chl－14C］ピラクロストロビンを砂壌土（ドイツ、40％MWC）に同じ量で   

添加した後、22土1℃でキセノン光（光強度：30W／m2、測定波長：290～1，200nm）   

を15日間連続照射し、土壌表面光分解試験が実施された。  

抽出可能放射能残留量は経時的に減少し、照射開始15日後では、40％MWC土壌   

で77．8～80．7％TAR、80％MWC土壌で54．8％TARとなった。   

15日後の土壌から抽出された成分のうち、ピラクロストロビンは40％MWC土壌   

の光照射区で63．6～74．4％TAR、暗所で63．0～74．8％TAR、80％MWC土壌の光照   

射区で29．2％TAR、暗所で38．7％TARであった。主要分解物はMO7で、40％MWC   

土壌の光照射区で4．1～8．0％TAR、暗所で1～2％TAR、80％MWC土壌の光照射区   

で6．1％TAR、暗所で0．7％TAR検出された。その他の同定された分解物としてMOl   

及びMO2が光照射区の40％MWC土壌で0．29～0．46及び0．34～0．38％TAR、   

80％MW土壌で5．2及び4．8％TAR検出された。MOl及びMO2は暗所での生成が   

多く、それぞれ40％MWC土壌で4．3～8．5及び2．6～4．7％TAR、80％MWC土壌で  
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